
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

旭川内山下構造検討委員会

説明資料

平成３０年３月８日

国土交通省 岡山河川事務所



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

石積み護岸トレンチ調査について

1



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置

2

内堀埋立地

No17+2付近

No18+9付近 No22+7付近



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置

3

石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真

相
生

橋

トレンチ調査地点

No17+2付近

トレンチ調査地点

No18+9付近



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置石 積 み 護 岸 ト レ ン チ 調 査 位 置

4

弓 櫓

石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真石 積 み 護 岸 正 面 写 真

トレンチ調査地点

No22+7付近



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果

5

Ｎｏ１７＋２ｍ 付 近Ｎｏ１７＋２ｍ 付 近Ｎｏ１７＋２ｍ 付 近Ｎｏ１７＋２ｍ 付 近

AM11:20

H27.2.25

DL=0.00

As

捨石

▽計画堤防高 7.936

HWL=6.436

2.00

7000

1
:
0
.
3

500

3000 300

6000

1
5
0
0

境界境界

史 跡

▽TP+0.40ｍ

練り石張り

3Dﾚｰｻﾞｰ測量結果

石垣全景写真ﾄﾚﾝﾁ調査石垣写真

練り石張り写真

ﾄﾚﾝﾁ全景写真

断 面 図



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果

6

Ｎｏ１８＋９ｍ 付 近Ｎｏ１８＋９ｍ 付 近Ｎｏ１８＋９ｍ 付 近Ｎｏ１８＋９ｍ 付 近

▽計画堤防高 7.973

HWL=6.473

PM15:00

H27.10.29

捨石

As

DL=0.00

500

1
5
0
0

▽TP+0.45ｍ

練り石張り

3Dﾚｰｻﾞｰ測量結果

石垣全景写真ﾄﾚﾝﾁ調査石垣写真ﾄﾚﾝﾁ全景写真

断 面 図

練り石張り写真



内山下地区 石積み護岸トレンチ調査

ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果ト レ ン チ 調 査 結 果

7

Ｎｏ２２＋７ｍ 付 近（弓 櫓）Ｎｏ２２＋７ｍ 付 近（弓 櫓）Ｎｏ２２＋７ｍ 付 近（弓 櫓）Ｎｏ２２＋７ｍ 付 近（弓 櫓）

▽計画堤防高 8.085

HWL=6.585

DL=0.00

1
5
0
0

▽TP+0.40ｍ

練り石張り

3Dﾚｰｻﾞｰ測量結果

石垣全景写真ﾄﾚﾝﾁ調査石垣写真ﾄﾚﾝﾁ全景写真

断 面 図

練り石張り写真



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

堤防構造案について
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標準断面図（現況）
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標準断面図（改修計画：第1案、第2案）
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計画平面図（第1案：前出し案）
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計画平面図（第2案：引き堤案）
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（１）石積構造の現行設計基準の整理 

  石積構造について、現行の設計基準について以下に整理した。石積構造は、空石積と練石積について整理されている。 

 

 

 

 

 

（２）検討箇所の評価（No21 断面） 

  検討箇所は空石積護岸で、トレンチ調査の結果、胴木もないことが確認された。（断面図参照） 

  空石積では、高さ、勾配、流速に対して現行の設計基準を満足しない。特に高さは適用範囲から大きく外れている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）安定性に関する考察 

  ①既設護岸は外観上の変状はなく、現状では安定していると考えられるが、護岸高さ、流速の適用性において、現行の設

計基準を満足していない。 

⇒空石積構造では、高さ、勾配、流速に対して基準を満足しないため、練石構造または大型ブロック構造（設計計算必

要）が必要である。 

  ②トレンチ調査の結果、法尻部に練石張りで保護されているが、胴木もなく、護岸下端高が平水位 TP+0.4m と一致する

ことから、既設護岸下端は水位変動の影響を繰り返し受けている。 

  ③今回の改修により、既設空積から約 0.7m嵩上げするため土圧増となり、無対策で嵩上げを行うと安定性が低下する。 

   ⇒改修ケースは、「第 1 案 前出し案」により、前面に現行基準を満足する構造を設置することを推奨する。 

    ※「第 2案 引き堤案」の場合は、嵩上げに対する補強対策を講じた上で、嵩上げを行う必要がある。 

評価項目 空石積 練石積 

直 高 3m以下とすることが望ましい 7.0mまで（裏コン、勾配の規定有） 

勾 配 1：0.3～0.5 1：0.3～0.5 

流 速 空石積：流速 5m/sまで 練石積：流速 4～8m/sまで 

評価項目 検討箇所（No21） 評 価 

構造形式 空石積 NG 練石積または大型ブロック積が必要 

直 高 6.9m NG 3mまで 

勾 配 1：0.3 NG 5m以上は、1：0.5 

流 速 

(基本方針時) 

4.04m/s (8k600) 

5.64m/s (8k775) 

NG 設計断面付近では流速 5m/s 以内で OK

となるが、一連区間で考慮した場合 NG 

既設空石積護岸の安定性について
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